
平
成
20
年
度
予
算
は
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
、
審
議
さ
れ
た
。
一
般
会
計
と
９

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
を
216

億
365
万
円
と
し
た
。

執
行
部
か
ら
次
の
方
針
を
軸
に
提
案
さ
れ
た
。

○
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
交
付
金
・
補
助

事
業
等
に
該
当
し
な
い
か
充
分
に
検
討
し

取
り
組
む
。

○
合
併
特
例
債
事
業
等
投
資
的
事
業
は
、
必

要
性
、
経
済
効
果
等
充
分
に
検
討
し
各
課

の
連
携
調
整
を
図
る
。

○
国
県
の
動
向
を
的
確
に
把
握
す
る
。

○
財
政
の
硬
直
化
が
進
み
危
機
的
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
行
政
改
革
を
実
施
し
改
善

を
図
る
。
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電 話 0946－42－6622

予 算 額 

特

別

会

計 

一 般 会 計 

合 計  

131億9,013万円 

216億　365万円 

31億6,089万円 国民健康保険事業 
5億1,336万円 老人保健 
2億7,882万円 後期高齢者医療 
2,324万円 住宅新築資金等貸付事業 

1億7,391万円 農業集落排水事業 
29億　426万円 公共下水道事業 

153万円 簡易水道事業 
11億3,264万円 水道事業 
2億2,487万円 工業用地造成事業 

歳　　入

財源構成 自主財源　34.3％　依存財源　65.7％

町税 30億5,624万円（前年比2.6％増）

法人町民税、固定資産税、入湯税等の増による

地方交付税 32億7,960万円（同6.1％増）

新しく創設された「地方再生対策費」による

増を見込んでいる

財産収入 8,136万円（同44.2％増）

基金運用による基金利子等の増

繰入金 ７億6,448万円（同20.4％増）

地域振興基金より水道事業に8,500万円、農

業集落排水事業に5,000万円、公共下水道事

業に１億円、公共施設等整備基金より農業土

木に3,000万円、防衛施設周辺道路改修事業

に5,000万円、水道給水装置工事に4,000万

円、工業用地造成事業に２億2,486万円、農

業振興基金より2,000万円、財政調整基金よ

り１億4,000万円等

町債 32億870万円（同12.6％減）

合併特例債20億3,740万円、一般会計出資債

５億4,660万円、公営住宅債２億8,000万円

※町債とは…借入金

歳　　出

目的別

議会費 １億1,146万円（前年比3.6％減）

嘱託職員の廃止、印刷製本費の削減等

総務費 22億7,731万円（同32.2％増）

オンリーワン事業５億666万円、まちづくり

推進費7,867万円等の増

民生費 24億5,982万円（同10.5％減）

衛生費 16億1,658万円（同2.4％増）

妊婦検診費742万円、給水装置工事2,300万

円、上水道事業出資金8,100万円等の増

農林水産業費 ３億6,770万円（同31.5％減）

ふるさと農道緊急整備事業の減等

商工費 1,714万円（0.1％減）

土木費 21億1,731万円（同11.9％減）

道路新設改良費、防衛施設周辺道路改修事業、

公営住宅整備事業の減

消防費 ４億9,130万円（同2.3％増）

広域消防負担金1,519万円等の増

教育費 20億6,745万円（同12.9％減）

三輪中学校校舎改築工事等の減

公債費 16億3,951万円（同10.2％増）

※公債費とは…借入金の返済

平
成
20
年
度
予
算
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川
上
康
男
議
員

文
書
広
報
費
の
広
報

ち
く
ぜ
ん
に
、
合
併
し
た

町
の
集
落
紹
介
等
を
通
じ

住
民
へ
認
識
し
て
も
ら
う

検
討
は
。

企
画
政
策
課
長

集
落
の
自
慢
話
、
行

事
等
を
極
力
掲
載
し
て
い

く
よ
う
に
、
内
部
検
討
し

た
い
。

山
本
紘
一
議
員

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
大
刀
洗
平
和
記
念

館
の
営
業
費
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
、
株
式
会
社
の

出
資
金
を
運
用
す
る
。

収
入
役

平
和
記
念
館
は
、
営

業
活
動
と
し
て
旅
費
関
係

及
び
臨
時
職
員
の
賃
金
を

計
上
し
て
い
る
。

山
本
　
卓
議
員

地
方
交
付
税
の
関
係

で
地
方
再
生
対
策
費
の
交

付
さ
れ
る
金
額
は
。

財
政
課
長

地
方
再
生
対
策
費

は
、
試
算
し
た
と
こ
ろ
１

億
円
は
見
込
ま
れ
る
。

予
算

川
上
康
男
議
員

職
員
に
よ
る
軽
微
な

清
掃
等
の
今
後
の
計
画
は
。

財
政
課
長

本
年
度
か
ら
職
員
に

よ
る
事
務
所
の
清
掃
を
本

庁
で
も
取
り
組
む
。

一
木
哲
美
議
員

国
有
提
供
施
設
等
所

在
市
町
村
助
成
交
付
金
は

昨
年
度
が
930
万
円
、
本
年

度
予
算
は
１
千
80
万
円
。

150
万
円
の
増
額
は
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
売
却
に
よ
る
増

な
の
か
。

財
政
課
長

増
は
、
評
価
の
見
直

し
等
。
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
売
却
は
来
年
度
以
降
そ

の
分
が
見
込
ま
れ
る
予
定
。

品
川
信
義
議
員

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
補
助
金
200
万
円

だ
が
、
設
置
は
増
加
し
て

い
る
の
か
。

環
境
課
長

九
電
の
甘
木
営
業
所

管
内
で
は
、
筑
前
町
が
３

分
の
１
く
ら
い
設
置
。

梅
田
美
代
子
議
員

環
境
衛
生
費
委
託
料

の
工
場
排
水
水
質
検
査

は
、
ど
こ
の
工
場
な
の
か
。

環
境
課
長

検
査
は
５
事
業
所
を

予
定
し
て
い
る
。
花
立
山

温
泉
や
ニ
チ
バ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
等
で
、
予
防
と
い
っ

た
と
こ
ろ
も
含
め
、
町
独

自
で
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

内
堀
靖
子
議
員

篠
隈
保
育
所
と
美
和

み
ど
り
保
育
所
給
食
は
、

今
後
地
産
地
消
の
分
で
取

り
扱
い
の
対
象
を
ト
ー
タ

ル
的
に
考
え
て
い
く
の
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長

美
和
み
ど
り
、
篠
隈

保
育
所
で
の
、
献
立
は
週

４
日
ほ
ど
同
一
の
も
の
。

購
入
場
所
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一
木
哲
美
議
員

三
輪
工
区
は
平
成
19

年
度
末
で
普
及
率
が

92
％
、
夜
須
工
区
が
66
％
、

夜
須
工
区
工
事
の
完
了
は

何
年
度
に
な
る
の
か
。

事
業
計
画
変
更
業
務
委

託
費
800
万
円
予
算
は
、
夜

須
工
区
の
見
直
し
策
定
費

用
だ
が
、
場
所
・
内
容
は
。

下
水
道
課
長

夜
須
工
区
完
了
は
平

成
22
年
度
に
ほ
ぼ
完
了
す

る
。
小
隈
地
区
、
屋
形
原

地
区
と
多
目
的
運
動
広

場
、
四
三
嶋
の
工
業
団
地
、

こ
の
区
域
を
今
度
下
水
道

区
域
に
計
画
地
と
し
て
取

り
込
む
た
め
の
変
更
設
計

業
務
。

久
保
大
六
議
員

市
民
農
園
は
管
理
委
託

料
60
万
円
、
原
材
料
費
５
万

円
で
計
65
万
円
で
あ
る
。
利

用
料
金
が
50
万
４
千
円
で
管

理
委
託
料
に
も
満
た
な
い
が
。

農
林
商
工
課
長

60
万
円
は
、
三
輪
地

区
の
観
光
農
園
25
万
円
を

含
む
の
で
、
実
質
35
万
円

で
あ
る
こ
と
か
ら
利
用
料

に
見
合
う
支
出
。

金
子
保
次
議
員

有
害
鳥
獣
駆
除
で
、

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
遭
っ

て
い
る
者
へ
の
対
策
費
が

必
要
で
あ
る
。
電
気
柵
で

バ
ッ
テ
リ
ー
式
が
あ
り
、

そ
う
い
う
補
助
的
な
も
の

を
考
え
る
事
が
必
要
だ
。

農
林
商
工
課
長

農
地
・
水
・
環
境
向

上
対
策
事
業
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
で
も

防
止
柵
は
購
入
し
て
も
い

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

21
年
度
以
降
、
鳥
獣
被
害

総
合
対
策
事
業
が
始
ま
る
。

平
成
20
年
度
一
般
会
計
（
16
課
１
室
）
及

び
特
別
会
計(

９
科
目)

の
審
査
を
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
藤
野
久
委
員
長
の
も
と
、
２
日

間
に
わ
た
り
行
な
い
ま
し
た
。

議
員
の
質
問
は
、
全
課
に
わ
た
り
75
件
あ

り
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
一
部
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

財
政
課

環
境
課

企
画
政
策
課

こ
ど
も
未
来
課

下
水
道
課

農
林
商
工
課

問答問

答答問答

問答答

問答問答問

答問答

問答問答

本庁舎職員による清掃

問
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伊
藤
滿
孝
議
員

農
業
土
木
費
が
か
な

り
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
ふ
る
さ
と
農
道
整

備
事
業
の
継
続
は
。

又
、
農
地
の
斡
旋
件
数

と
10
ａ
当
た
り
の
価
格
は
。

農
林
商
工
課
長

本
年
度
で
東
小
田
地

区
の
ふ
る
さ
と
農
道
整
備

事
業
は
終
了
。
そ
の
後
は

今
、
要
望
し
て
い
る
。

斡
旋
は
昨
年
４
月
か
ら

今
年
２
月
で
17
件
、
田
ん

ぼ
10
ａ
当
た
り
80
万
円
か

ら
100
万
円
。池

田
篤
視
議
員

荒
廃
森
林
整
備
委
託
費

１
千
900
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
場
所
と
計
画
は
。

農
林
商
工
課
長

20
年
度
は
40
ha
を
計

画
。
今
後
の
５
年
間
で
も

40
ha
ず
つ
計
画
す
る
。
場

所
は
朝
倉
森
林
組
合
の
指

導
の
も
と
決
定
。

河
内
直
子
議
員

住
宅
新
築
資
金
等
の

貸
付
件
数
と
償
還
率
は
。

又
、
あ
と
９
年
で
す
べ
て

終
ら
せ
た
い
と
の
説
明
だ

が
そ
の
見
込
み
は
。

人
権
同
和
対
策
室
長

延
べ
件
数
は
651
件
、

償
還
率
は
88
％
。
町
が
日

本
郵
政
グ
ル
ー
プ
か
ら
借

り
、
個
人
に
貸
付
け
て
い

る
起
債
の
残
高
が
、
あ
と

４
千
685
万
円
。
29
年
度
ま

で
に
は
償
還
は
終
っ
て
い

く
。
滞
納
分
の
収
納
業
務

が
残
る
。

宮
原
　
均
議
員

工
業
用
地
造
成
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
２
億

２
千
400
万
円
の
計
上
は
、

新
し
い
町
と
し
て
の
税

財
源
確
保
と
雇
用
確
保

で
、
町
の
第
一
段
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

都
市
計
画
課
長

干
潟
の
工
業
団
地
に

隣
接
し
て
い
る
四
三
嶋
地

区
、
約
10
ha
を
農
村
工
業

導
入
促
進
法
に
よ
る
実
施

計
画
を
策
定
、
個
別
に
梅

雨
明
け
ぐ
ら
い
か
ら
造
成

工
事
、
12
月
頃
企
業
に
渡

せ
る
よ
う
に
進
め
た
い
。

松
本
昌
治
議
員

多
目
的
運
動
広
場
の

ト
ラ
ッ
ク
競
技
と
野
球
場

は
、
公
式
な
試
合
が
で
き

る
範
囲
な
の
か
。

都
市
計
画
課
長

国
の
都
市
公
園
事
業

費
の
補
助
を
受
け
る
た

め
、
運
動
施
設
の
敷
地
面

積
が
公
園
の
敷
地
面
積

の
２
分
の
１
以
下
が
要

件
。
サ
ッ
カ
ー
専
用
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
建
設
は
で
き

な
い
た
め
、
多
目
的
広
場

で
設
置
。
野
球
施
設
は
、

軟
式
野
球
の
社
会
人
用
。

池
田
篤
視
議
員

公
園
費
の
委
託
料

は
、
す
べ
て
入
札
な
の
か
、

随
意
契
約
か
。

都
市
計
画
課
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
野
の
花
学
園
な
ど

へ
の
委
託
で
こ
の
分
は
随

意
契
約
。
300
万
円
程
度
地

域
住
民
に
委
託
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
。

宮
原
　
均
議
員

東
小
田
小
学
校
運
動

場
北
側
に
計
画
の
駐
車
場

工
事
費
は
。

教
育
課
長

26
台
程
度
駐
車
が
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

６
月
で
補
正
予
算
計
上
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

内
堀
靖
子
議
員

学
校
建
設
費
の
中
で
、

体
育
館
の
改
修
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

い
っ
た
改
修
な
の
か
。

教
育
課
長

三
輪
中
の
屋
内
体
育

館
は
耐
震
関
係
で
非
常
に

危
な
い
。
壁
構
造
が
特
に

弱
い
の
で
強
度
補
強
を
し

た
い
。

審
査

松
本
一
彦
議
員

学
校
外
部
評
価
委
員

会
、
い
じ
め
対
策
委
員
会
、

学
校
安
全
対
策
委
員
会
の

内
容
は
。

教
育
課
長

外
部
評
価
委
員
会
は
、

三
輪
校
区
か
ら
５
人
、
夜
須

校
区
か
ら
５
人
で
情
報
を
持

ち
合
っ
て
勉
強
会
も
行
う
。

い
じ
め
対
策
委
員
会
は

年
間
３
回
各
学
期
ご
と
に

行
う
。
現
在
、
い
じ
め
は

小
中
学
校
共
に
な
い
。

学
校
安
全
対
策
委
員
会

は
、
防
犯
の
問
題
、
交
通

安
全
の
問
題
な
ど
、
朝
倉

警
察
署
か
ら
の
講
話
等
を

年
３
回
実
施
。

一
木
哲
美
議
員

当
初
計
画
で
は
21
年

度
一
部
給
水
開
始
だ
が
、
何

世
帯
ほ
ど
の
給
水
計
画
か
。

水
道
課
長

現
在
522
戸
の
加
入
申

し
込
み
が
あ
リ
、
20
年
度

で
行
う
事
業
と
併
せ
て
、

千
戸
程
の
見
込
み
。

都
市
計
画
課

教
育
課

問答問答

問答問

答問答

問答問答

問答

問答問答

工業用地造成計画地

三輪中学校屋内体育館

水
道
課

人
権
同
和
対
策
室



後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
制
定

賛
成
多
数

『
反
対
討
論
』
河
内
直
子
議
員

75
才
以
上
の
高
齢
者
だ
け

を
切
り
離
す
医
療
制
度
は
、

断
じ
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
。

人
権
擁
護
委
員井

口
官
文
氏

教
育
委
員
会
委
員柿原

紀
也
氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

矢
野
　
行
氏

発
議
第
一
号

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て賛

成
多
数

『
反
対
討
論
』
河
内
直
子
議
員

道
路
特
定
財
源
を
一
般
財

源
化
し
、
必
要
な
道
路
を
は
じ

め
、
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
に

も
使
え
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

『
賛
成
討
論
』
宮
原
　
均
議
員

町
の
予
算
も
１
億
３
千
万

減
収
と
な
る
。
道
路
改
良
、

新
設
も
14
本
あ
り
、
絶
対
必

要
な
財
源
で
あ
る
。
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議
案
審
議

主な増額
退職手当組合負担金 565万円

財政調整基金積立 １億円

減債基金積立 2,000万円

地域振興基金積立 2,362万円

国保特別会計繰出金 8,416万円

公債費元金 1,979万円

主な減額
ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄ整備事業 4,830万円

朝園地区整備工事 2,050万円

家屋全棟調査業務委託費 3,216万円

経営構造対策事業補助金 4,578万円

ふるさと農道整備事業 1,400万円

防衛施設周辺道路整備事業 5,090万円

地域住宅交付金事業 8,246万円

中牟田小給食棟整備事業 4,000万円

３
月
の
定
例
会
は
、
３
月
５
日
よ
り
13
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
20
年
度
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
等
、
諮
問
１
件
、
同
意
２
件
、
議
案
40
件
、
承
認
10
件
、
発
議
２
件
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
一
般
質
問
は
財
政
・
環
境
・
農
業
・
平
和
記
念
館
・

医
療
・
食
の
安
全
等
の
政
策
に
つ
い
て
10
人
の
議
員
が
質
問
し
た
。

議 案 審 議

19年度一般会計２億7,738万円の減額補正

暫定税率失効により凍結された「南北線」

『
賛
成
討
論
』
一
木
哲
美
議
員

道
路
財
源
の
暫
定
税
率
維

持
が
出
来
な
い
と
、
本
町
の

事
業
計
画
、
予
算
等
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
。

20
年
度
予
算
は
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審

議
の
結
果
可
決
し
た
。賛

成
多
数

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

賛
成
多
数
　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

賛
成
多
数

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

賛
成
多
数

『
反
対
討
論
』
河
内
直
子
議
員

地
域
手
当
を
４
年
間
で
段

階
的
に
廃
止
す
る
こ
と
は
、

職
員
の
減
給
に
な
る
。

諮
　
問

同
　
意



山
本

道
路
特
定
財
源
問
題
で
暫
定
税
率

が
廃
止
に
な
れ
ば
。

町
長

今
計
画
し
て
い
る
南
北
線
・
山
麓

線
や
386
・
500
号
線
等
の
歩
道
整
備
な
ど
に

大
き
く
影
響
す
る
。

建
設
課
長

20
年
度
計
画
の
５
億
２
千
５

百
万
円
、
生
活
道
路
14
本
の
み
な
ら
ず
教

育
、
福
祉
部
門
に
も
し
わ
寄
せ
が
く
る
。

山
本

財
政
面
の
影
響
は
。

財
政
課
長

廃
止
に
な
る
と
１
億
３
千
万

円
程
減
に
な
る
。
18
年
度
決
算
に
お
け
る

道
路
関
係
の
経
費
と
し
て
10
億
円
程
度
使
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
３
億
円
程
度
を
道

路
財
源
と
し
て
充
当
し
て
い
る
が
、
ま
だ

不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

山
本

遊
休
し
て
い
る
町
有
財
産
の
有
効

活
用
は
。

町
長

全
部
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
一
つ

一
つ
の
土
地
の
将
来
の
利
用
方
法
を
特
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
用
地
や
代

替
え
地
と
し
て
使
う
、
あ
る
い
は
売
却
す

る
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。
早
い
機
会
に
方

向
性
を
決
め
た
い
。

宮
原

環
境
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

町
長

基
本
理
念
は
環
境
を
一
番
重
視
す

る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
。
住
民
、
議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
全
国
に
環
境
施
策

を
発
信
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

宮
原

今
後
の
家
庭
可
燃
・
不
燃
ご
み
の

減
量
化
、
資
源
ご
み
の
対
応
は
。

環
境
課
長

ご
み
の
減
量
化
は
３
Ｒ
「
リ

デ
ュ
ー
ス
」
減
ら
す
「
リ
ユ
ー
ス
」
再
利

用
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
再
生
利
用
を
基
本
に

取
り
組
む
。

宮
原

「
ご
み
減
量
の
会
」
の
対
応
は
。

環
境
課
長

積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
が

今
後
も
支
援
し
て
い
く
。

宮
原

学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
導
入
し
て
は
。

町
長

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
も
あ
り
言
及

は
避
け
ま
す
が
、
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
課
長

Ｉ
Ｓ
Ｏ
導
入
す
れ
ば
効
果
は

あ
る
が
財
政
負
担
も
考
え
て
研
究
し
た
い
。

宮
原

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
通
信
に
つ
い

て
夜
須
地
区
に
も
光
通
信
の
導
入
を
。

企
画
政
策
課
長

企
業
と
し
て
の
基
準
は

採
算
ベ
ー
ス
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
企
業
側

が
理
解
出
来
る
現
状
に
な
い
。

町
長

商
業
ベ
ー
ス
で
は
乗
ら
な
い
の
で

国
、
県
の
政
治
的
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

副
町
長

今
後
の
企
業
誘
致
の
前
提
条
件

は
情
報
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
で
あ
る
事
を
商

工
関
係
に
も
働
き
か
け
た
い
。

池
田

小
麦
産
地
緊
急
支
援
事
業
で
は
、

大
麦
は
対
象
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

農
林
商
工
課
長

大
麦
は
対
象
外
で
今
後

各
関
係
機
関
に
は
見
直
し
の
要
請
を
し
て

い
く
。

池
田

農
家
所
得
の
下
支
え
と
し
て
、
岩

盤
政
策
で
直
接
支
払
い
制
度
な
ど
の
考
え

は
あ
る
か
。

町
長

直
接
支
払
い
・
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

等
を
主
張
し
て
い
く
。

池
田

鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
の
政

策
は
。

農
林
商
工
課
長

費
用
対
効
果
を
考
え
検

討
し
て
い
く
。

猪
被
害
な
ど
は
農
地
・
水
・
環
境
保
全

の
中
で
取
り
組
ん
で
よ
い
。

池
田

森
林
整
備
関
係
事
業
や
県
森
林
環

境
税
へ
の
対
応
は
。

農
林
商
工
課
長

森
林
施
業
計
画
を
策
定

し
、
ま
た
荒
廃
森
林
再
生
事
業
を
始
め
る
。

池
田

子
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
が
始
ま
る
が
参
加
の
意
向
は
。

町
長

充
分
検
討
に
値
す
る
の
で
研
究
し

て
い
く
。

品
川

少
子
化
に
つ
い
て
。

副
町
長

教
育
費
の
増
大
、
子
育
て
負
担

が
重
い
等
、
子
育
て
環
境
の
不
備
に
よ
り

晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
。

品
川

財
政
の
ム
ダ
見
直
し
取
り
組
み
状

況
は
。

総
務
課
長

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
中

で
、
公
共
施
設
の
運
営
管
理
の
問
題
、
組

織
・
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て
重
点
的
に

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

品
川

町
の
各
施
設
の
維
持
費
は
。

財
政
課
長

総
額
で
年
間
２
億
２
千
３
百

万
円
の
維
持
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

品
川

大
刀
洗
平
和
記
念
館
総
工
費
10
億

円
の
内
訳
と
金
利
は
。

収
入
役

用
地
１
億
６
千
万
円
、
委
託
料

４
千
７
百
万
円
、
残
り
の
８
億
円
で
建
築

工
事
と
展
示
工
事
、
備
品
購
入
等
が
あ
る
。

利
子
が
２
億
８
百
万
円
程
度
と
な
る
。

最
終
的
に
町
の
負
担
が
３
億
５
千
万
円

余
り
と
な
る
。

品
川

一
般
財
源
の
持
ち
出
し
額
に
つ
い

て
、
平
和
記
念
館
運
営
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
算
入
し
て
収
支
を
は
か
る
べ
き
だ
。

収
入
役

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

10
万
人
の
集
客
目
標
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
行
く
。
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山
本
　
紘
一
議
員

宮
原
　
均
議
員

池
田
　
篤
視
議
員

品
川
　
信
義
議
員

一
般
質
問



内
堀

食
の
安
心
・
安
全
を
保
つ
た
め
農

業
振
興
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

農
業
の
振
興
、
発
展
は
必
要
。
個
人

給
付
的
な
も
の
は
厳
し
い
が
交
付
金
事
業
以

外
で
も
本
町
な
り
に
や
っ
て
い
る
。
兼
業
農

家
維
持
の
た
め
に
も
企
業
誘
致
を
図
る
。

副
町
長

農
業
振
興
条
例
を
制
定
す
る
時

期
と
考
え
る
。

内
堀

学
校
給
食
の
質
・
量
は
確
保
で
き

る
か
。
給
食
費
の
値
上
げ
も
考
え
ら
れ
る

が
公
費
で
吸
収
で
き
な
い
か
。
米
は
自
給

で
き
る
、
完
全
米
飯
給
食
を
実
施
す
べ
き
。

教
育
長

物
資
の
５
〜
20
％
の
値
上
げ
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
値
上
げ
も
や
む
を
得

な
い
。
完
全
米
飯
給
食
は
研
究
す
る
。

町
長

給
食
棟
の
維
持
管
理
費
も
あ
り
、

石
油
・
ガ
ス
・
電
気
等
諸
々
の
物
価
上
昇

も
あ
る
。
給
食
費
は
保
護
者
の
責
任
。

内
堀

２
つ
の
図
書
館
の
存
続
を
。

本
に
親
し
む
環
境
を
つ
く
る
た
め
小
学

校
入
学
時
に
「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」
を
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

町
は
行
政
改
革
を
進
め
て
い
る
。

聖
域
を
設
け
ず
検
討
す
る
事
が
必
要
。

今
後
住
民
・
議
会
の
意
見
を
聞
く
。

教
育
長

住
民
の
皆
さ
ん
の
教
育
と
文
化

の
向
上
の
場
と
し
て
努
力
す
る
。

教
育
課
長

保
護
者
の
同
意
な
し
に
利
用

者
登
録
は
難
し
い
。

梅
田

町
営
住
宅
建
替
え
は
完
了
し
つ
つ
あ

る
が
夜
須
地
区
の
建
替
え
計
画
は
。

町
長

21
年
度
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

梅
田
「
マ
ク
リ
団
地
」
の
払
い
下
げ
時
期
は
。

払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

方
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
が
。

建
設
課
長

隣
接
地
と
の
境
界
解
決
後
、
払

い
下
げ
に
移
っ
て
い
く
。

町
長

町
有
財
産
で
あ
る
の
で
執
行
部
で
ど

う
こ
う
は
出
来
な
い
。

梅
田

女
性
セ
ン
タ
ー
条
例
に
相
談
事
業
が

示
さ
れ
て
い
る
、
相
談
件
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

一
般
相
談
18
年
度
２

件
、
19
年
度
０
件
、
就
業
相
談
０
件
、
Ｄ
Ｖ

相
談
18
年
度
８
件
19
年
度
６
件
。

梅
田
「
女
性
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
窓
口
」
と
し

て
の
機
能
充
実
を
。

副
町
長

Ｐ
Ｒ
は
工
夫
し
た
い
。
現
在
の
陣

容
で
講
座
を
工
夫
し
弁
護
士
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
能
を
結
び
つ
け
な
が
ら
充
実
し
て
い
く
。

梅
田

５
歳
児
健
診
の
実
施
を
。

副
町
長

厚
労
省
等
の
推
移
を
見
て
い
く
。

梅
田

乳
幼
児
の
親
子
の
外
出
を
応
援
す
る

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
設
置
を
。

こ
ど
も
未
来
課
長

是
非
と
も
始
め
て
い
け

た
ら
と
思
う
。

梅
田

子
育
て
応
援
の
店
、
加
入
推
進
を
。

副
町
長

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

川
上

大
刀
洗
平
和
記
念
館
建
設
の
現
在

の
状
況
・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

収
入
役

現
在
購
入
し
た
土
地
に
下
水
道

工
事
残
土
を
利
用
し
て
造
成
工
事
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
梅

雨
明
け
の
６
月
末
か
ら
７
月
初
め
に
建
設

工
事
を
着
工
し
、
来
年
４
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
展
示
工
事
を
行
い
、
10
月
オ
ー
プ

ン
を
考
え
て
い
る
。

川
上

大
刀
洗
平
和
記
念
館
建
設
地
近
隣

の
交
通
ア
ク
セ
ス
対
策
の
考
え
は
。

収
入
役

国
道
500
号
線
は
国
の
管
轄
で
あ

り
、
町
長
・
建
設
課
長
と
土
木
事
務
所
で

十
分
協
議
し
て
い
る
が
、
本
町
と
し
て
は

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
移
設
し
て
、
普

通
の
信
号
機
に
変
え
て
交
差
点
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
町
の
土
地
も
あ
り
、
決

ま
り
次
第
、
原
地
蔵
区
に
説
明
し
て
い
く
。

町
長

「
第
一
精
工
」
横
の
交
差
点
信
号

機
に
つ
い
て
は
、
私
も
警
察
に
話
し
て
い

る
。
南
高
田
か
ら
500
号
線
へ
の
進
入
は
大

変
危
険
で
あ
り
、
南
高
田
、
原
地
蔵
区
長

と
も
協
議
し
て
、
是
非
信
号
機
設
置
を
実

現
し
た
い
。

川
上

町
税
・
国
保
税
の
滞
納
状
況
は
。

納
税
推
進
室
長

滞
納
額
は
町
税
・
国
保
税

合
わ
せ
て
３
億
９
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

河
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以

上
の
方
々
だ
け
を
切
り
離
す
差
別
的
な
制

度
。
国
に
中
止
を
求
め
、
国
庫
負
担
を
元

に
戻
し
、
今
あ
る
制
度
の
健
全
運
営
を
図

る
べ
き
。

町
長

行
政
の
執
行
者
と
し
て
法
律
は
守
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
が
、
今
後
は
見
直

し
も
強
く
求
め
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

河
内

学
校
給
食
の
食
材
の
安
全
性
の

チ
ェ
ッ
ク
は
大
丈
夫
か
。

教
育
長

学
校
給
食
会
購
入
分
は
検
査
機

関
、
他
は
栄
養
士
で
行
っ
て
い
る
。

河
内

通
学
路
の
歩
道
整
備
（
野
町
・
久

光
）。

建
設
課
長

町
道
へ
移
管
後
水
路
に
蓋
を

し
、
幅
員
を
確
保
と
い
う
方
向
で
地
元
と

調
整
し
て
い
く
。（
野
町
）

教
育
長

危
険
個
所
と
認
識
、
関
係
課
と

協
議
し
対
策
を
。（
久
光
）

河
内

飢
え
や
病
気
に
苦
し
む
子
ど
も
達

を
救
う
た
め
に
、
不
要
入
れ
歯
回
収
の
取

り
組
み
を
。

副
町
長

有
意
義
と
感
じ
る
。
仕
組
み
の

問
題
等
研
究
さ
せ
ま
す
。

河
内

夜
須
交
番
の
国
道
沿
い
移
転
の
今

後
の
見
通
し
は
。

町
長

用
地
は
確
保
、
働
き
か
け
も
し
、

間
も
な
く
と
期
待
。
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一
般
質
問

川
上
　
康
男
議
員

河
内
　
直
子
議
員

内
堀
　
靖
子
議
員

梅
田
美
代
子
議
員



一
木

筑
紫
野
・
三
輪
（
山
麓
）
線
延
長

８
千
950
m
の
全
線
開
通
は
、
筑
紫
野
市
工

区
未
改
良
400
m
の
土
地
が
取
得
で
き
な

く
、
何
度
も
先
へ
と
延
び
延
び
の
状
況
が

続
い
て
い
る
。
買
収
に
向
け
た
取
り
組
み

の
進
展
は
。

町
長

今
年
、
那
珂
土
木
・
朝
倉
土
木
所

長
２
人
が
来
庁
さ
れ
た
。

法
的
な
対
処
を
し
、
強
制
収
用
・
工
事

を
行
い
、
24
年
４
月
に
は
開
通
の
予
定
と

約
束
さ
れ
た
。

建
設
課
長

収
用
を
か
け
る
事
業
主
体
は

県
。
20
年
度
に
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
立

ち
入
り
、
面
積
を
確
定
す
る
。
21
年
度
に

収
用
法
の
認
定
申
請
、
認
可
を
と
る
。
22

年
度
に
土
地
を
取
得
す
る
。
順
調
に
行
け

ば
、
23
年
度
に
工
事
に
着
手
、
24
年
の
３

月
に
完
成
予
定
を
目
指
す
。

一
木

来
年
４
月
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ら
、
三
並
交
差
点
は
右

折
車
等
で
混
雑
す
る
。
改
良
計
画
の
進
展
は
。

町
長

昨
年
秋
、
土
木
事
務
所
課
長
、
所

長
、
地
元
の
県
議
と
要
望
箇
所
を
回
り
説

明
し
た
。
今
後
も
努
力
す
る
。

久
保

合
併
の
目
的
と
成
果
は
。

財
政
課
長

健
全
財
政
の
運
営
の
た
め
経
費
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

久
保

本
庁
と
総
合
支
所
の
二
極
化
は
経
費
の

無
駄
遣
い
で
あ
る
。

町
長

い
ま
す
ぐ
総
合
支
所
を
な
く
す
こ
と
は

問
題
だ
。
格
差
の
で
き
な
い
よ
う
、
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

久
保

町
長
任
期
４
年
の
中
で
方
向
性
を
う
ち

だ
す
べ
き
だ
。

町
長

私
が
独
断
先
行
で
決
断
で
き
な
い
。

久
保

花
立
山
温
泉
と
連
携
を
も
っ
て
２
千
万

円
近
い
赤
字
の
出
て
い
る
二
つ
の
入
浴
施
設
の

一
極
化
は
で
き
な
い
か
。

町
長

以
前
か
ら
あ
り
得
る
か
な
と
考
え
て
い

た
。
た
だ
、
慎
重
に
研
究
し
た
い
。

久
保

四
三
嶋
地
区
に
企
業
誘
致
が
内
定
し
て

い
る
が
、更
な
る
工
業
団
地
の
造
成
の
考
え
は
。

町
長

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
計
算
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

久
保

住
民
の
意
見
も
聞
か
な
い
で
、
公
民
館

支
館
窓
口
の
廃
止
は
反
対
だ
。

生
涯
学
習
課
長

経
費
削
減
の
た
め
コ
ス
モ
ス

へ
の
誘
導
を
考
え
て
い
る
。

久
保

高
齢
者
の
健
康
推
進
の
た
め
の
、
い
き

い
き
サ
ロ
ン
事
業
へ
の
、
各
区
に
対
す
る
助
成

金
削
除
は
す
る
べ
き
で
な
い
。

町
長

十
分
理
解
は
す
る
が
、
経
費
の
面
で
二

律
背
反
の
判
断
が
難
し
い
。

筑前議会だより（第12号）

7

一
般
質
問

一
木
　
哲
美
議
員

久
保
　
大
六
議
員

地方債現在高（借入） 

積立金現在高(基金)

●経常収支比率は75％以下が望ましい。   ●実質公債費比率18％以上は危険。 
●財政力指数は１に近いほど財政に余裕がある。 

●歳入科目は、町税･地方交付金･国庫支出金･県支出金･繰入金･町債等25科目を合計したものである。 
●歳出科目は、人件費・公債費・物件費・繰出金・普通建設事業等11科目を合計したものである。 

財 政 力 指 数 

実質公債費比率 

経 常 収 支 比 率 

歳入－歳出 

歳出　合計 

歳入　合計 

193億3,900万円 

64億8,000万円 

0.5

13.7％ 

93.2％ 

1億4,374万円 

131億3,936万円 

132億8,310万円 

198億2,300万円 

61億0,000万円 

0.5

14.8％ 

94.2％ 

1億1,856万円 

113億4,684万円 

114億6,540万円 

197億8,500万円 

57億4,000万円 

0.5

16.2％ 

94.8％ 

8,386万円 

106億1,595万円 

106億9,981万円 

195億0,200万円 

55億4,000万円 

0.5

16.9％ 

92.9％ 

9,167万円 

106億4,723万円 

107億3,890万円 

平成20年度見込額 平成21年度見込額 平成22年度見込額 平成23年度見込額 

平 成 23 年 度 迄 の 見 込筑
前
町
財
政
計
画
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平
成
20
年
度
の
予
算
が
可
決
成
立
し

た
。
合
併
を
し
て
４
年
目
を
迎
え
た
が
、

一
般
会
計
で
は
初
め
て
前
年
度
を
2.2
％
下

回
る
、
約
三
億
円
削
減
し
た
予
算
と
な
っ

た
。
た
だ
し
本
年
度
は
、
合
併
時
に
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
事
業
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ

た
、
大
刀
洗
平
和
記
念
館
・
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
夜
須
中
学
校

給
食
棟
・
三
輪
中
学
校
改
築
工
事
な
ど
、

33
億
４
千
万
円
の
事
業
を
予
定
し
て
い

る
。
議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
呼

ば
れ
る
が
、
政
策
の
最
終
決
定
者
で
も
あ

る
。
町
長
が
提
出
し
た
議
案
を
可
決
し
た

瞬
間
か
ら
、
連
帯
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
選
挙
後
１
年
を
経
過
し
た
が
、

議
会
・
議
員
の
一
員
と
し
て
一
層
責
任
が

重
く
な
る
。

（
川
上
康
男
）

■朝園地区 　小規模住宅改良事業（19年度)

■ファーマーズマーケット整備  (設計委託・用地等)

■大刀洗平和記念館再整備  (設計委託・用地等)

■まちづくり道路整備（新町地区)  (18年度～19年度)

■まちづくり地域生活基盤施設設備        (19年度)

■三輪中学校校舎立替工事  (18年度～19年度)

■南北線道路整備（設計委託） 

■主要生活道路整備（19年度)

■東小田小学校給食施設等整備 

■三輪小学校プール施設整備 

■三並小学校給食施設等整備 

■東小田小学校学童保育所整備 

■消防ポンプ自動車整備 

■まちづくり地域創造支援整備 

事 業 名 備考（完成） 起債対象 
事業費 

財 源 内 訳 

補助・交付金 合併特例債 一般財源 

事業費合計 9,740万円 

227万円 

500万円 

1,073万円 

185万円 

190万円 

1,208万円 

70万円 

852万円 

1,738万円 

477万円 

797万円 

135万円 

85万円 

29億8,274万円 

8,451万円 

9,960万円 

2億1,323万円 

3,955万円 

5,509万円 

3億1,220万円 

3,000万円 

1億7,002万円 

3億5,805万円 

2億1,116万円 

1億6,559万円 

2,665万円 

1,575万円 

2,348万円 

4億1,394万円 

4,084万円 

0

0

330万円 

1,839万円 

7,212万円 

1,650万円 

0

1,137万円 

1億1,629万円 

722万円 

0

0

740万円 

24億7,140万円 

4,140万円 

9,460万円 

2億   250万円 

3,440万円 

3,480万円 

2億2,800万円 

1,280万円 

1億6,150万円 

■主要生活道路整備（18年度） 1,406万円 2億8,126万円 0 2億6,720万円 

3億2,930万円 

9,010万円 

1億5,040万円 

2,530万円 

1,490万円 

1,520万円 88万円 平成18年10月 

平成18年10月 

平成18年10月 

平成19年 2月 

平成19年 2月 

平成19年 3月 

■三輪小学校学童保育所整備 

■中牟田小学校学童保育所整備 

■篠隈保育所施設整備 

■中牟田小学校給食施設等整備 

■夜須中学校グラウンド整備 

85万円 

81万円 

280万円 

29万円 

234万円 

2,408万円 

2,294万円 

4億1,187万円 

3億9,277万円 

4,494万円 

833万円 

833万円 

4,357万円 

6,028万円 

0

1,490万円 

1,380万円 

3億6,550万円 

3億3,220万円 

4,260万円 平成20年 3月 

平成20年 3月 

平成20年 3月 

平成19年 9月 

平成19年 9月 

※起債対象事業費の95％は合併特例債として借入でき、元利償還金の70％は普通交付税で措置される。 

中牟田小学校ランチルーム
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